宿泊施設 参加同意書

[bookmark: _Hlk176250140]　「VISITとよた割」事業（以下「本事業」といいます。）の参加に当たり、以下の事項について、同意します。

【同意事項】
（１）「VISITとよた割実施マニュアル」に従い、本事業を実施します。
（２）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）第２条第５項の性風俗関連特殊営業を営む者でないことを誓約します。
（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団又は同条第６号に規定する暴力団員に該当せず、かつ、将来にわたっても該当しないことを誓約します。
（４）本事業の対象商品の販売に際し、次に掲げる事項を遵守します。
　　ア　給付相当額をあらかじめ上乗せする等の不当な価格設定をしません。また、金券等の換金性の高い特典を付与する対象商品を提供しません。
　　イ　宿泊施設サイト上に掲載するプラン内容に、「VISITとよた割」が利用できる旨を明示します。
　　ウ　利用者が公平に購入可能な販売方法を用いるとともに、取引先等の関係者に優先販売は行いません。その他特定の利用者に金銭的な利益が偏って発生しないよう配慮します。
（５）本事業に関する帳簿及び宿泊台帳（旅館業法第６条第１項又は住宅宿泊事業法第８条の宿泊者名簿をいいます。）を備え、その収入額及び支出額を記載するとともに、その内容を証する請求書、領収書等の書類を整備して、本事業終了後５年間保管し、給付金の使途を明らかにします。
（６）「VISITとよた割」運営事務局（以下「事務局」といいます。）が必要があると認めるときに、報告、質問に対する回答、（５）の帳簿等関係書類その他の物件の提出・提示又は立入り等の調査を求めた場合は、直ちに誠実に対応します。なお、事務局は、必要があると認めた理由の開示義務を一切負いません。
（７）次のいずれかに該当する場合に、本事業への参加登録を取り消され、給付金の支払の全部・一部を停止し、若しくは取り消され、又は既に支払った給付金の全部・一部の返還を求められることがあります。これらのことにより、損害等が生じた場合でも、事務局に対し異議を申し立てません。
　　ア　本参加同意書記載の同意事項又は事務局の指示に反したとき。
　　イ　本事業の目的や趣旨に沿わない行為があったとき。
　　ウ　本事業に関する申請、報告、施行等について不正な行為があったとき又は不正な行為があったと疑われるとき。
　　エ　（６）により報告、回答、提出・提示若しくは調査を求められてこれに従わず、又は虚偽の報告・回答をしたとき。
　　オ　その他事務局が給付金を支払うことが不適当と認めたとき。
（８）本事業の停止・中断、（７）の取消し等により、宿泊施設、利用者又は第三者が被ったいかなる不利益又は損害についても、事務局は、一切の責任を負わないものとします。
（９）「VISITとよた割」専用特設サイトに、宿泊施設の情報を掲載することを承諾します。なお、当該情報を第三者に提供する可能性があります。
（１０）本参加同意書と共に、旅館業法第３条第１項の規定により許可されたことを証する「旅館業営業許可証」の写しを提出します。なお、住宅宿泊事業法による宿泊業を行う者は、許可証の提出は不要とします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　　年　　　月　　　日


　　　　　　　　　　　事業者名：
　　　　　　　　　　　代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　住　　所：
　　　　　　　　　　　電話番号：
